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留学生からの便り

イギリス語学留学報告

谷川 啓太

弊社では，経済のグローバル化に伴う海外との取引増加に対応するため，職員の語学能力を開発し，企業の海外へ

の対応力の向上を図る目的として，海外語学留学制度を設けています．筆者は，本制度による語学留学の機会を得て，

年 〜 月の半年間の予定でイギリスはデヴォン州トーキーへ滞在し，現地の語学学校へ通っています．英語を

母国語とする環境で英語を使って生活することは，毎日情報のシャワーを浴びているような感覚であり，様々な面で

刺激的です．この環境を十分に活用して実践的な英語の習得に取り組む他，英語を使って何をすべきか，何ができる

かを考える日々を過ごしています．また，様々な国の留学生たちとの交流は，これまで筆者自身が持っていた固定観

念を覆すような発見も多く，色々と苦労もありますが，各国の文化や考え方を学ぶ良い機会になっており，これらも

含めてこの語学留学は，自らの知見を広めるために非常に意義のある経験になっています．今回，語学留学とこの経

験を通して得られた知見について報告します．

１．はじめに

筆者は営業本部営業部に所属しており 弊社の出資先で

タイ王国にある

（以下，ユニタイ）の修繕船事業の営業代理店業務に携わ

っています．ユニタイ関係者および様々な国籍のお客様等

とのやりとりは英語で行われますので，英語の語学力（以

下，語学力）が必須となります． 年に現在の業務に就

いてからの約 年間，英会話教室のレッスンや

によって語学力の習得に努めてはいたものの，正

確に且つ迅速なやりとりが求められる場面では，自身の語

学力の乏しさによる不都合を感じることが少なくありませ

んでした．

予てより「いつかは留学したいな」いうと思いはありまし

たが，今回幸運にも，語学留学制度によりそのチャンスに

巡り会うことができました．現在の状況を打開するために，

自分自身のレベルアップの時は今であるという思いと，半

年間は自宅を留守にしなければならないという葛藤があり

ましたが，家族が快く理解を示してくれたこともあり，最

終的にイギリスへの語学留学の機会を得ることができまし

た．その後，準備や業務引き継ぎ等を経て， 年 月

日に渡英し，現在（ 月執筆中）， 月末まで半年間の語学

留学中です．

２．語学留学概要

２．１ 語学留学制度の沿革

弊社は，経済のグローバル化に伴う海外との取引増加

に対応するため，職員の語学能力を開発すると共に，海外

の経済・風土・文化・海運・造船事情等に精通することに

より，企業の海外への対応力の向上を図ることを目的とし

て，海外語学留学制度を設けております． 年に第 期

留学生をイギリスはロンドンへ派遣して以降， 年（第

期）より派遣先をトーキーへ変更し，これまでに多くの

従業員が派遣されてきました．

今回，私は第 期として，また当制度による 年振りの

留学生として派遣されています．
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